	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ｂ
	２
	第２学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）について，概念を理解することを目標とする。
２　数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）について，基礎的な知識の習得と技能の習熟を目標とする。
３　数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）について，事象を数学的に考察する能力を培うことを目標とする。
４　数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）について，数学のよさを認識し，習得した知識，習熟した技能，事象を数学的に考察する能力等を積極的に活用する態度を育てることを目標とする。

	使用教科書・副教材等
	高等学校　詳説数学Ｂ改訂版，傍用問題集，参考書


· 以下では，「数列」「平面上のベクトル」「空間座標とベクトル」を選択するものと仮定した。
２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容
	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
１
学
期
	第1章 数　列

第1節　等差数列・等比数列

1 数列とその項
2 等差数列
3 等比数列
　

第2節　いろいろな数列
1 和の記号Σ

    2 累乗の和
    3 階差数列

　　4 数列の和と一般項

    5 いろいろな数列の和


	４
５

６


	数列とその和および漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを事象の考察に活用できるようにする。
(1) 等差数列・等比数列

　簡単な数列{an}について，nとanとの対応関係に着目して，数列の一般項の意味を理解する。合わせて，初項，第n項，末項，項数，有限数列，無限数列のなどの基本用語を学ぶ。また，等差数列と等比数列を理解し，その一般項を求め，更に第n項までの和を求めて，数列の身近な問題の解決に活用できるようにする。例えば，等比数列に関連して，預貯金の元利計算の問題を取り上げることが考えられる。
(2)　いろいろな数列

　和の記号Σを導入して，数列の和をこの記号を使って表すことを学び，この記号の性質を調べる。続いて自然数の累乗の和の公式を導出して，記号Σによって，いろいろな数列の和が見通しよく計算できることを理解する。さらに，ある数列については，その数列の各項の階差に着目すれば，その一般項が容易に求められることを理解する。ここでは，階差数列が等差数列や等比数列となるような簡単な数列を考察する。これに関連して，三角数1，3，6，10，15，……や四角数1，4，9，16，25，……などの図形数を取り上げて，具体的な事象を考察し処理できるようにすることが考えられる。
	
	中間考査

	
	第2章 
	
	
	
	期末考査

	第
１
学
期
	第3節 漸化式と数学的帰納法

  1 漸化式

研究 ／an+1=pan+qnの形の漸化式

	７


	(3)　漸化式

　数列を漸化式で表し，漸化式の意味を理解する。さらに，1次の形の隣接二項間の漸化式のような簡単な漸化式で表された数列について，その一般項が求められるようにする。
	
	

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート

	
	【第１学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，表現・処理をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。

	第

２

学期


	2 数学的帰納法
研究 ／an+1=(an)/(pan+q)の形の漸化式

研究[発展] ／３項間の漸化式

Column(連立漸化式)

第3章 平面上のベクトル

　

第1節　ベクトルとその演算

　　1 ベクトル

    2 ベクトルの和・差・実数倍

　　3 ベクトルの成分

4 ベクトルの内積

　

第2節　ベクトルと図形

    1 位置ベクトル

    2 位置ベクトルと図形

    3 ベクトル方程式

    研究 ／平面上の点の動く範囲

研究 ／斜交座標

研究 ／ベクトル方程式の表す図形
研究 ／点と直線の距離


	９
	(4) 数学的帰納法

　自然数nに関する命題を証明する一つの方法として，数学的帰納法の意味とその扱い方を理解する。高等学校でよく用いられる等式や不等式を取り上げ，さらに，漸化式の内容に関連付けて，漸化式で定義される数列の一般項を推測し，数学的帰納法によってその推測が正しいことを証明することを通して，考え方のよさを認識する。
平面上のベクトルの意味や演算，成分および内積などの基本的な概念について理解し，ベクトルを用いて図形の性質を考察する。これらのことを通して，ベクトルの考えが有用なことを認識し，様々な図形の性質などの考察に活用できるようにする。
(1)　ベクトルとその演算

　平面上のベクトルについて，その意味，相等，加法，減法および実数倍について理解する。ベクトルの意味については，風の吹き方など理解しやすい事象に即して導入し，ベクトルの考えが具体的な場面に活用できるようにする。また，ベクトルの内積の意味や基本的な性質を理解し，平面図形の性質の考察に応用する。
(2) ベクトルと図形

　位置ベクトルの考えを理解し，図形の性質の考察において形式的な処理ができることを

認識する。また，ベクトル方程式を取り扱い，平面図形の性質や関係をベクトルを用いて表現できるようにする。
	
	中間考査

期末考査

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート

	
	【第２学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，表現・処理をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。

	　

　

第

３

学期
	第4章 空間座標とベクトル

　

第１節　空間のベクトル

    1 空間における直線・平面の

　　　位置関係

    2 空間の点の座標

3 空間のベクトル

    4 空間のベクトルの内積

    5 位置ベクトル

研究[発展]／３点を通る平面上の点

　　研究[発展] ／直線のベクトル方程式
　　研究[発展] ／平面のベクトル方程式
	
	空間座標の概念を導入し，その意味や表し方について理解するとともに，内積や成分などの平面上のベクトルの考えを空間に拡張して，空間図形の考察に活用できるようにする。(1)　空間のベクトル

　空間における直線・平面の位置関係は，数Ａで図形の性質を履修していれば既習事項である。また一部は中学数学で学んでいる。
空間においても座標が定められ，空間内の点は3つの実数の組として表されることを認識する。さらに，空間においてもベクトルが定義され，内積を含むベクトルの演算，位置ベクトルの考えなどが，平面上の場合と平行して同様に考察することができ，空間図形の具体的な問題の解決に応用できることを理解する。
	
	

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート

	
	【第３学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，表現・処理をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して，数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート


	数学的な見方や
考え方
	  数学的な活動を通して，数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　定期考査・課題テスト

	数学的な技能
	  数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）において，事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法を身につけているかどうか。
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　定期考査・課題テスト

	知識・理解
	  数列，ベクトル（，確率分布と統計的な推測）における基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　定期考査・課題テスト


＜参考＞　第4章の学習内容と学習のねらい

	第5章 確率分布と統計的な推測

　

第１節　確率分布

    1 確率変数と確率分布

　　2 確率変数の平均

3 確率変数の分散と標準偏差

    4確率変数の和の平均
　　5 独立な確率変数

    6 二項分布

　　研究[発展]／ポアソン分布

　第2節　正規分布

    1 連続な確率変数

研究 ／一様分布
    2 正規分布

　　
  第3節　統計的な推測

    1 母集団と標本

    2 推 定

　　
	
	確率変数とその分布，統計的な推測について理解し，それらを不確定な事象の考察に活用できるようにする。

(1)　確率分布

　さいころや硬貨を投げる試行のような具体例を通して，確率変数とその分布の意味を考察し，確率変数の平均（期待値），分散，標準偏差について理解し，確率分布の特徴を捉えることができるようにする。また，基本的な離散型確率分布として，二項分布を考察する。
(2)　正規分布

　連続な確率変数から始めて，統計学で重要な役割を果たす正規分布を考察し，身長の計測などの具体的な事象に活用できるようにする。

(3) 統計的な推測

　中学校における学習を踏まえながら，母平均の推定と検定，母比率の推定と検定など，

標本調査の考え方についていっそうの理解を深める。 
	
	


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス
数列の学習で大切なこと

ベクトルの学習で大切なこと


	学習法をもう一度みなおそう
　すでに数学に苦手意識が生まれている人も少なからずいると思う。そのような人たちは，学習法を見直して欲しい。高校数学の学習法は，次の３つがポイントである。
1) 必ず予習をして，何がわからないかをハッキリさせよう
高等学校の授業は，単に内容が高度であるだけでなく，明らかに早く感じるはずである。この際に，「何が書かれているのだろう？」と未知の状態で授業に臨むと「わかること」と「わからないこと」の違いさえも見出せなくなる。そのために，今日の授業で，「自分にとってわかりづらいのは何であるか」を発見しておくことが，予習の最大のテーマである。これが済んでいると授業で聞くポイントは明確となり，授業の内容がよりわかりやすいはずである。授業は１回目の復習である。
2) 必ず自分で解き，理解を深め・計算力をつけ・表現力を高めよう
　　　数学の勉強では，答えを眺めてわかったつもりになっていても，実際に問題を解くと解けないこと（書けないこと）がよくある。確かにいちいち計算するよりも，解答を眺めて解法を理解し覚えていく作業の方が楽だし，とりあえず勉強した気分にはなる。しかし，それでは数学の力を伸ばしていくことは難しい。数学の勉強をするときには，必ずノートにきちんと計算したり図を描いたりしながら解いていくようにしてほしい。そうすることで，自分自身が本当に理解できているかどうかを確認することができ，自分の力を伸ばしていくことにつながっていく。また，数学は論理と計算によって解を導くものである。論理を考えることは何より大切だが，計算がきちんとできないと解には到達しない。内容を理解した上で確実な計算力を養っていくことは数学ができるようになるための必要条件である。自分の力で解いた問題の数は，決して嘘はつかないだろう。高い目的意識を持って問題を解いていけば，必ず計算力は身についていくはずである。
3) わからない問題でもあきらめず，その問題の核心を見つけよう
わからない問題にぶつかったとき，簡単にあきらめてはいけない。解けない問題を解こうとする過程が大切であり（解けなかったとしても，考える過程は決して無駄にはならない），知的試行錯誤こそが数学の本質であり，真の数学的な力を伸ばす源となる。これでもなお，解けない問題は存在するが，このような問題に対して，安易に解答を写しているだけの人がしばしばいる。この方法は勉強しているつもりにはなるが，学力をつけることには心許ない。どうしても，解けない時は解答を一通り読み，そのポイントとなる部分を見つけよう。そして，解答を閉じて自らの力で解いてみることが有効である。難しい問題が解けたときは本当にうれしいものである。どうしてもわからない問題があったら，遠慮せずに質問に来ること。絶対にそのままにしておかないことが大切である。疑問点はその日のうちに解決していくことを心がけたほうがよい。
数列の学習において，nと第n項anとの対応が正確に捉えられるようにすることが肝要である。例えば，数列1，3，5，……，2n+1において，2n+1はこの数列の第何項にあたるか，という問いに答えられるように学習しよう。和の記号Σの扱いについても全く同様である。最初のうちは面倒でも，n=1，2，3，…とおいてみて和の形に書き直してみるのも有効である。あるいは数列の和を考えるとき，Σで表された式が求める数列の和を表しているかを確かめる習慣を身に付けておきたい。やがて慣れによって，そのような手間も自然と軽減されてくるものである。数列の分野は抽象度が高いため，たくさんの具体例を通して学習したい。漸化式では，規則性が明確になるまで項を書き下すなど，自分で手を動かして理解を深められるようにしたい。ここで学ぶ数学的帰納法は基本的で重要な証明法である。数学的帰納法を用いた証明を書くとき，毎回ごまかしのない，正しい答案を書くようにして，数学的帰納法をしっかりと身に付けさせるようにしたい。
平面・空間のベクトルを学ぶときは，見通しを持って臨みたい。平面上のベクトルでは，ベクトルの分解，すなわち，平面上の1次独立な2つのベクトルを定めると，平面上の任意のベクトルが，その2つのベクトルの1次結合として一意に表されることを理解する。続いて位置ベクトルとベクトルの内積を身につける。分点の位置ベクトルの公式，平行条件，共線条件，垂直条件などを用いて平面図形の性質を調べ，問題を解決する。そして，これらが空間のベクトルに拡張されるというのがベクトルにおける主な学習の道筋である。


	授業を受けるにあたって守ってほしい事項
    
	(1)　授業を大切にする。
　ア　学習の基本は授業である。常に真剣な気持ちで取り組むこと。
　イ　予習→授業→復習のサイクルが大切。
　ウ　始業のチャイムが鳴るまでに授業の準備をし，着席して待機していること。休み時間　　　の過ごし方が授業の理解へとつながる。
(2)　成績について
　ア　定期考査以外にも課題テストを行い，これらの点数も評価の対象とする。
　イ　学期・学年の評価は，試験結果だけではなく，普段の授業態度や，課題の提出状況お
　　　よび小テスト等を平常点として加味し，総合的に評価する。

	その他
	　この「数学Ｂ」は多くの高校生が学ぶ科目の一つで，さらに「数学Ⅲ」を学びたい人にとっては，その基礎・基本となる内容になっている。


